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７
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２
０
２
６
年
７
月
2828
日
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。熊
本
県
と
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
よ
り

日
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。熊
本
県
と
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
よ
り

お
薬
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
し
ま
す
。

お
薬
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
し
ま
す
。
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会費の振込について
記名のお願い

日頃より、東京肝臓友の会の活動にご支援をいただきまして、御礼申し上げます。
会費入金の際、振込用紙にお名前がない方が多くいらっしゃいます。
また、振り込んでいただく際にお名前がないと、
どなたが振り込んだのかまったくわからず、会費未納となってしまう
場合があります。会費をお振り込みの際、振込用紙に必ずお名前を記入いただ
くよう　どうぞよろしくお願いいたします。

日本 太郎

ご記名を忘れずにお願いします。
ご依頼人名 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

様日本 太郎

ゆうちょダイレクト

振込用紙

第 221回 国会における請願結果について
第221回国会における日肝協の請願「ウイルス性の肝がん・重度肝硬変患者への支援とＢ型肝炎ウイ

ルスを排除する薬剤の開発に関する請願」の審査結果は、衆議院、参議院両院にて採択されました。
また、「自己免疫性肝疾患患者への支援と治療薬開発を求める請願」は、残念ながら衆議員、参議員
両院とも審議未了となりました。一般社団法人 日本難病・疾病団体協議会の請願は採択されています。
詳細はPAP通信のページでご確認ください。

みなさまのご協力に感謝いたします。ありがとうございました！
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遠
く
ア
フ
リ
カ
で
猛
威
を
振
る
う 

 

　
　
肝
炎
、
日
本
と
の
共
通
点
と
は

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
今
、世
界
で「
悪

い
意
味
で
」ホ
ッ
ト
な
病
気
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。世
界
保
健

機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
発
表
し
た
最
新
の
世

界
肝
炎
レ
ポ
ー
ト
で
は
、２
０
２
４
年

に
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
で
亡
く
な
っ
た
方

は
全
世
界
で
お
よ
そ
134
万
人（
う
ち

Ｂ
型
肝
炎
が
110
万
人
）と
な
り
ま
し

た
。同
年
の
エ
イ
ズ
犠
牲
者
の
倍
以
上

に
膨
ら
み
、世
界
三
大
感
染
症（
結
核
、

エ
イ
ズ
、マ
ラ
リ
ア
）と
呼
ば
れ
る
病
気

の
ど
れ
よ
り
も
、多
く
の
人
命
を
奪
う

感
染
症
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
者
数
の
多
い
Ｂ
型
肝
炎
が
特
に

ま
ん
延
し
て
い
る
の
が
、ア
フ
リ
カ
や

西
ア
ジ
ア
で
す
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、ア

フ
リ
カ
で
慢
性
的
に
Ｂ
型
肝
炎
を
患
っ

て
い
る
人
の
割
合
は
２
０
２
４
年
時
点

※ 2023 年に日肝協が主催した「第 11回 世界・日本肝炎デーフォーラム」に参加いただいたブルキナファソの患者
団体のみなさんのその後をお伝えします。レポートはNPO法人ピースウインズ・ジャパンの村田菜々子さんです。

アフリカで生きる日本の経験アフリカで生きる日本の経験
「肝炎プロジェクト」ブルキナファソ報告「肝炎プロジェクト」ブルキナファソ報告

ピースウィンズ・ジャパン　村田菜々子　　ピースウィンズ・ジャパン　村田菜々子　　
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で
5.1
％
。世
界
平
均
の
2.9
％
を
大
幅
に

上
回
り
、国・地
域
に
よ
っ
て
は
８
％
を

超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。必
然
的

に
、亡
く
な
る
人
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

医
療
・
保
健
体
制
に
課
題
を
抱
え
る

国
も
多
い
ア
フ
リ
カ
で「
肝
炎
の
犠
牲

者
が
多
い
」と
言
わ
れ
て
も
、驚
き
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、現
場

の
肝
炎
対
策
が
抱
え
る
大
元
の
問
題
は
、

実
は
日
本
と
大
差
な
い
の
で
す
。「
検
査

し
な
い
か
ら
気
づ
か
な
い
」、「
症
状
が

な
い
か
ら
治
療
し
な
い
」と
い
う
肝
炎

特
有
の
難
し
さ
に
起
因
す
る
課
題
が
、

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
障
壁
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、日
本
の
知
見
が
文
化

も
環
境
も
異
な
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に

お
い
て
も
役
立
つ
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
日
本
が
肝
炎
と
の
闘

い
で
重
ね
て
き
た
苦
労
や
努
力
が
、き
っ

と
世
界
の
た
め
に
も
な
る
は
ず
│
│
そ

ん
な
想
い
か
ら
、私
た
ち
ピ
ー
ス
ウ
ィ

ン
ズ・ジ
ャ
パ
ン
の「
肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
始
ま
り
ま
し
た
。

患
者
会
に
支
え
ら
れ
た 

 

　
　
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
の
活
動

　
実
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、こ
れ

ま
で
患
者
会
の
皆
さ
ん
に
も
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
は
、広
島

県
神
石
高
原
町
に
本
拠
を
置
く
日
本
生

ま
れ
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
１
９
９
６

年
に
イ
ラ
ク
で
の
国
際
人
道
支
援
活
動

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
団
体
は
、「
危
機
に

さ
ら
さ
れ
た
命
を
救
う
」を
モ
ッ
ト
ー

に
国
内
外
の
災
害
支
援
、保
護
犬・猫
活

動
、地
方
創
生
に
子
ど
も
支
援
と
、こ
の

30
年
で
活
動
の
幅
を
大
き
く
広
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
し
か
ら
ぬ
拡

大
志
向
が
後
押
し
と
な
り
、か
つ
て
全

国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
弁
護
団
・
原
告
団

事
務
局
に
勤
め
て
い
た
職
員
の
榛
田（
は

り
た
）が
２
０
２
３
年
、自
ら
の
思
い
を

実
現
す
べ
く
団
体
内
で「
肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
立
ち
上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の

中
心
は
、西
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国・ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
す
。世
界
最
貧
国
の
一

つ
と
さ
れ
、日
本
の
７
割
程
度
の
国
土

に
２
、４
０
０
万
人
あ
ま
り
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
農
耕
民
族
、遊
牧
民
族
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
共
存
し
、使
わ

れ
て
い
る
言
語
は
約
60
に
及
び
ま
す
が
、
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か
つ
て
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
っ

た
た
め
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
人
も
多
く

い
ま
す
。
国
名
は「
高
潔
な
人
び
と
の

国
」を
意
味
し
、国
民
性
は
温
和
で
ま
じ

め
、勤
勉
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
、Ｂ
型

肝
炎
の
有
病
率
が
国
民
の
９
％
に
上
る

と
言
わ
れ
ま
す
。肝
炎
が
こ
れ
だ
け
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、国
民
は
実
態
を

ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、対
策
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
で
し
た
。フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ツ
ー

ル
研
究
所
の
島
川
祐
輔
先
生
か
ら
そ
の

お
話
を
聞
い
た
榛
田
が
、「
治
療
薬
が
普

及
す
る
前
の
日
本
と
同
じ
状
況
」と
感

じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、患
者
団
体

の
有
志
の
方
た
ち
と
日
本
ア
フ
リ
カ
肝

炎
交
流
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、交

流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。２
０
２
３

年
に
は
、ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
患
者
団

体
の
代
表
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
る
ド
ラ
マ

ン・カ
ニ
ア
博
士
、Ｂ
型
肝
炎
当
事
者
の

ク
レ
ー
ル・オ
ル
タ
ン
ス・サ
ノ
ン
さ
ん

が
肝
炎
デ
ー
に
合
わ
せ
て
来
日
。日
肝

協
主
催
の「
第
11
回　
世
界・日
本
肝
炎

デ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
、同
時
に
日

肝
協
や
Ｂ
型
肝
炎
原
告
団
等
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
肝
炎
関
係
者
と
交
流
・

意
見
交
換
を
行
い
、多
く
の
方
に
ア
フ

リ
カ
の
肝
炎
の
実
情
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、こ
の
交
流
で
で
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、ピ
ー
ス
ウ
ィ

ン
ズ
は
当
地
で
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
地
の
患
者
団
体
や
医
師
、

研
究
者
、行
政
な
ど
と
連
携
し
て
、肝
炎

知
識
や
予
防
・
検
査
の
重
要
性
に
関
す

る
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
の
肝
炎
デ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

で
の
活
動
を
継
続
的
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に

検
査
機
器
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
を
贈
る

た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
た
際
も
、多
く
の
方
の
ご
協
力

に
よ
り
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。贈
ら
れ
た
フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ

ン
は
今
も
現
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

日
本
の 

「
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
世
界
へ

　

こ
う
し
て
支
援
実
績
を
積
み
重
ね
、

い
よ
い
よ
今
年
は
私
た
ち
の
最
大
の
目

的
、「
日
本
の
経
験
を
生
か
し
た
取
り
組

み
」に
向
け
て
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

カ
ニ
ア
さ
ん
や
サ
ノ
ン
さ
ん
ら
患
者
団

体
の
地
道
な
活
動
も
実
を
結
び
、近
年

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
も
肝
炎
の
深
刻
さ
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（祝日を除く火・木・金、10 時～16 時）
03-5982-2150電話

電話またはメールにて

seikyu@tokankai.com
（QRコードから送れます）

メール

①10/4 交流会参加希望　②お名前
③電話番号　④参加人数
⑤疾患名（PBC、AIH、PSCいずれか）
を明示の上、東京肝臓友の会まで
お申し込みください

東京メトロ日比谷線
広尾駅 徒歩3分
※1番・2番出口は階段のみ。 
　地図①～⑤は都バス停留所です。

東京都難病ピア相談室
渋谷区広尾5-7-1
東京都広尾庁舎1階

ＰＢＣ（原発性胆汁性胆管炎）、ＡＩＨ（自己免疫性肝炎）、ＰＳＣ（原発性硬化性胆管炎）の

患者・家族の皆さん♪　病気ごとのグループで、気軽にお話ししましょう！

２０２６年 月 日

１４時～１６時
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小規模な相談会を含めた講演会小規模な相談会を含めた講演会
2026年 10月18日(日) 13：00～15：00

肝疾患患者さんとご家族のための

会 　　場 ：公益財団法人　宮川庚子記念研究財団
 　〒107-0062 東京都港区南青山 2-19-8　Tel 03-5414-8581
申込方法  ：財団ホームページ(https://mmrf.jp)で10月初旬案内予定

みや  かわ かのえこ

（公財）宮川庚子記念研究財団 主催
かわみや こかのえ

講師：四柳 宏 先生 国立健康危機管理研究機構（JIHS） 理事
 東京大学医科学研究所 先端医療研究センター感染症分野 教授

2026年 10月 3日 （土） 13時～14時半

①お名前　②電話番号　③10/3 B肝部会参加希望
FAX、メールでお申し込みの場合は①②③を明記してください

電　話 : 03-5982-2150　FAX : 03-5982-2151
メール : kanzou@tokankai.com

日比谷図書文化館4階 セミナールームA
東京都千代田区日比谷公園1‐4

どんな
治療？ 誰が対象？
最新治療について
お答えします！

B型肝炎の患者
ご家族の方も

ぜひご参加ください。

東京肝臓のひろば 1977年12月３日　第３種郵便物認可（毎月18回１、２、３、５、６、７の日発行）
第 273 号 2026年8月17日発行　　SSKP　通巻第9050号（35）



（公財）宮川庚子記念研究財団

第31回肝臓病医療講演会
みやかわ  かのえこ

「わが国の肝硬変・肝癌診療の現状と課題」
日 時：令和８年　９月２７日(日)　
 14：00～16：20　（開場13：30）　
会場： ＴＫＰガーデンシティ渋谷　カンファレンスルーム５C
 東京都 渋谷区 渋谷2-22-3 渋谷東口ビル　５階

挨　拶：（公財）宮川庚子記念研究財団　理事　森屋　恭爾

講　演：東京大学医学部附属病院　建石 良介 先生
司　会： NPO法人　東京肝臓友の会　米澤 敦子

定員50名
事前登録制

入場無料

【主催・問い合わせ先】

（公財）宮川庚子記念研究財団
TEL 03-5414-8581
FAX 03-3408-3388

ホームページ　https://mmrf.jp
【後援】東京都
【協賛】特定非営利活動法人 東京肝臓友の会

宮川財団ホームページ（https：//mmrf.jp）内の
「講演会申込フォーム」 または右の QR コードから必要事項
記入の上送信ください。
申込〆切：９月２３日(水 )

講演に先立ち、医学功労者顕彰式を執り行います。
令和８年度医学功労者　虎の門病院分院　名誉院長　熊田　博光 先生
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） 本会報掲載の記事を転載する場合はご連絡ください。

（36）東京肝臓のひろば 1977年12月３日　第３種郵便物認可（毎月18回１、２、３、５、６、７の日発行）
第 273 号 2026年8月17日発行　　SSKP　通巻第9050号


